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代
田
教
育
長
あ
い
さ
つ

代
田
教
育
長
あ
い
さ
つ

いいだ市議会だより　　　第2回定例会のあらまし ②

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）案
な
ど

30
議
案
を
可
決
・
同
意

　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
反
対
の
意
思
表
示

平成28. 7. 19

同
意
し
た
人
事
（
敬
称
略
）

あいさつする
代田昭久教育長

　

第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
24
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で

23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

飯
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案
な
ど
、
30
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
う

ち
19
件
は
市
長
か
ら
の
報
告
で
、
そ
の
ほ
か
の
11
件
の

市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
人
事
案
件
５
件
を
本
会
議
で

同
意
し
、
６
件
を
所
管
の
委
員
会
へ
付
託
し
、
慎
重
な

審
査
の
後
、
い
ず
れ
も
本
会
議
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情

１
件
は
、
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
21
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
４

ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

11
件
の
市
長
提
出
議
案
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、
総

務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

質
疑
等
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
か
ら
各
常
任
委
員
会

の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
と

し
た
総
務
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
反
対
の
意
思

表
示
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

議
案
第
73
号
「
平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
案
」（
概
要
は
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

産
業
建
設
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
し
た
陳
情
第
２

号
の
２
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
議
決
し
、
市
に
送
付

し
ま
し
た
。
委
員
会
に
お
け
る
陳
情
の
審
査
は
８
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

○
中
央
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

丸
上　
順
三
、
井
伊　
德
廣

○
松
尾
地
区
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

小
木
曽　
俊
夫
、
岡
島　
俊
廣
、
安
野　
正
和

○
鼎
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

安
田　
完
爾
、
下
村　
隆
成
、
原　
亮
弘

　
　
　

関
口　
收
司

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

石
田　
武
男
、
阿
部　
吉
数

○
千
代
財
産
区
管
理
委
員

　
　
　

山
田　
久
吉
、
田
近　
利
昭
、
柏
木　
清
己

　

新
教
育
委
員
会
制
度
に
よ
る
教
育
長
と
し
て
、
初
め

て
の
議
会
出
席
と
な
っ
た
代
田
昭
久
教
育
長
か
ら
、「
４

月
下
旬
か
ら
、
小
中
学
校
28
校
す
べ
て
を
視
察
し
、
飯

田
の
『
地
育
力
』
と
い
う
言
葉
が
浸
透
し
、
大
き
な
う

ね
り
に
な
り
始
め
て
い
る
と
感
じ
た
。
一
方
で
、
リ
ニ

ア
時
代
を
見
据
え
た
未
来
を
考
え
た
と
き
に
、
今
日
的

な
課
題
や
将
来
的
な
課
題
も
い
く
つ
か
見
え
て
き
た
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
慎
重
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
解
決

し
て
い
き
た
い
。
行
政
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
丁
寧
な
議

論
を
積
み
重
ね
、
飯
田
市
政
が
大
き
く
邁
進
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
議
会
の
皆
様
と
両
輪
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

第２回
定例会
第２回
定例会

陳
情
の
送
付



いいだ市議会だより　　　条例(案)への意見募集、議会報告会日程③ Nｏ.200

　市議会では、「飯田産の地酒及び果実飲料で乾杯する条例（仮称）」の制定を目指しています。
　この条例は、飯田市で製造されまたは飯田市で採れた果実を使って製造される酒類及び果実飲料で乾杯
することを通して、農産物の地産地消を推進し、地域を愛する心を醸成する機会とすることを目的にして
います。この条例案についてご意見を募集します。

「飯田産の地酒及び果実飲料で乾杯する条例（仮称）」（案）についてご意見をお寄せください

意見の募集期間　

７月25日（月）から８月23日（火）まで
閲覧場所　

○議会事務局
○市役所Ａ棟２階　行政資料コーナー　　
○りんご庁舎　市民証明コーナー　
○各自治振興センター
○飯田市公民館、橋北・橋南・羽場・丸山・
　東野公民館　
＊市議会の公式ウェブサイトでも閲覧できます。　
http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

閲覧時間　
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで（土日祝日除く）

意見の提出方法

　意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあって
は主たる事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記
の上、閲覧場所へ持参いただくか、郵送またはＦＡ
Ｘ、Ｅメールにより下記まで送付してください。

問い合わせ・意見書送付先

〒395ー8501　飯田市大久保町2534番地　
飯田市議会事務局　　
ＴＥＬ　0265ー22ー4523　ＦＡＸ　0265ー53ー8821
E-mail:igikai@city.iida.nagano.jp　

　各地区のまちづくり委員会のご協力をいただき、今年度の開催日
程が決定しました。
　議会報告会は、市議会が保有する情報を公開し、日頃の議会活動
について報告することにより、市民の皆さんと情報を共有する機会
です。
　また、市民の皆さんから広く意見や要望を聴き、議会として地域
課題の研究や政策立案等に取り組み、市側への提言等をすることで、
市民の議会活動への参加を推進し、より開かれた議会運営につなげ
ていきます。今年度、竜東ブロックでは、初めて千代公民館で開催
し、飯田５地区ブロックは、耐震改修工事が完了した市役所庁舎を
会場に開催します。今後、意見交換会のテーマを設定して周知させ
ていただきます。
　今年で９回目を迎えますが、幅広い世代の皆さんからの意見や提
案をお寄せいただき、より充実したものとしていきたいと思います。
多くの皆さんの参加をお待ちしております。

竜　東

遠　山

西　部

中　部

北　部

飯田５地区

下久堅　上久堅　千代　龍江

上村　南信濃

三穂　山本　伊賀良

松尾　竜丘　川路　鼎

座光寺　上郷

橋北　橋南　羽場　丸山　東野

 ９月 29日 （木）

 ９月 30日 （金）

 10月 ３日 （月）

 10月 ４日 （火）

 10月 ５日 （水）

 10月 ６日 （木）

千代公民館

飯田市南信濃地域交流センター

飯田市世代交流センター（山本公民館）

飯田市生涯学習センター（竜丘公民館）

座光寺公民館

飯田市役所

昨年度の議会報告会の様子

ブロック 地　　区 開催日 会　　場

平成2８年度　議会報告会の日程が決まりました平成2８年度　議会報告会の日程が決まりました



いいだ市議会だより　　　第２回定例会　一般質問　ダイジェスト ④

ズ
バ
リ
　
市
政
を
問
う

平成28. 7. 19

　
一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
将

来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
第
２
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
） 

　
　
　※

■
は
、他
の
質
問
項
目

福
沢　

清　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　
飯
田
市
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
　

は
、
い
つ
ま
で
に
取
り
組
む
か
。

　
　

現
在
、
一
冊
に
ま
と
め
た
計
画
書
は
な
い
が
、

　
　

地
域
防
災
計
画
で
も
実
効
性
を
ほ
ぼ
満
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
も
大
き
な
問
題
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
市
の
業
務
継
続

計
画
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の
業
務
を
整
理
し
て
、

今
年
度
中
の
早
い
時
期
に
完
成
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

■
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

　
　

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

地
域
の
自
主
防
災
会
の
人
材
と
し
て
防
災
士

　
　

の
知
見
・
指
揮
能
力
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

防
災
士
制
度
が
変
更
さ
れ
、
消
防
団
分
団
長

　
　

経
験
者
は
試
験
不
要
で
資
格
を
付
与
さ
れ
る
。

27
年
度
か
ら
、
初
年
度
登
録
料
を
消
防
団
で
費
用

負
担
し
て
い
る
。
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

一
定
以
上
の
知
識
を
持
つ
方
が
自
主
防
災
会
活
動

で
活
躍
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
持
続

し
た
組
織
と
な
る
よ
う
役
員
改
選
に
工
夫
を
始
め

た
地
域
も
あ
り
、
自
主
防
災
会
活
動
が
活
性
化
し
、

平
時
も
有
事
も
機
能
す
る
よ
う
に
引
き
続
き
支
援

し
て
い
く
。

　
　

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

文
化
・
芸
術
の
本
物
に
触
れ
る
機
会
は
大
人

　
　

の
判
断
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
、

機
会
は
平
等
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
及
び

教
育
長
の
考
え
は
。

  　

本
物
の
文
化
・
芸
術
を
あ
ま
ね
く
地
域
の
子

　
　

ど
も
達
に
触
れ
る
機
会
を
持
た
せ
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
と
共
に
、
公
教
育
に
お
い
て
は
、
平

等
に
本
物
の
文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
与
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

井
坪　

隆　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　

全
国
の
自
治
体
に
は
３
期
ま
で
を
目
途
と
す

　
　

る
多
選
制
限
や
多
選
自
粛
の
動
き
が
あ
る
。

市
長
の
４
期
目
の
挑
戦
に
あ
た
っ
て
、
首
長
の
多

選
問
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

首
長
の
多
選
問
題
に
関
し
て
、
全
国
的
に
多

　
　

選
制
限
や
多
選
自
粛
の
動
き
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
一
般
論
で
い
え
ば
そ
う
い
っ
た

動
き
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
受
け
止
め
て
い
る
。
こ

れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
、
有
権
者
の

皆
さ
ん
に
決
め
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
う
。

■
教
育
長
の
所
信
に
つ
い
て

　
　

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

「
市
・
県
民
税
の
課
税
地
」
に
つ
い
て
の
市

　
　

民
へ
の
照
会
通
知
は
妥
当
か
。

　
　

こ
の
通
知
を
発
送
す
る
対
象
は
、
住
民
登
録

　
　

が
な
く
、
生
活
の
拠
点
を
置
い
て
い
る
場
合

と
、
住
民
登
録
が
あ
る
が
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
の
２
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
大
別
さ
れ
る
。
同
一
文
書
を
通
知
し
て
お
り
、

住
民
登
録
が
あ
る
方
に
と
っ
て
は
、
違
和
感
が
あ

る
内
容
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
対
象
者
に
応
じ
た

通
知
文
を
送
り
照
会
方
法
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　

小
倉　

高
広　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　

障
が
い
者
が
政
策
づ
く
り
に
お
い
て
主
人
公

　
　

で
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
よ
う
な
取

り
組
み
、
仕
組
み
づ
く
り
を
飯
田
市
で
も
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

今
回
の
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
様
々
な
か
た

　
　

ち
で
い
た
だ
く
意
見
を
し
っ
か
り
と
煮
詰
め

て
反
映
し
て
い
き
た
い
。

■
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

　
　

清
水　

可
晴　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

時
代
認
識
と
し
て
、
様
々
な
見
方
が
あ
る
と

　
　

思
う
が
、市
長
は
30
年
先
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　
　

格
差
社
会
が
拡
が
り
、
生
活
困
窮
者
が
増
え

　
　

て
い
る
実
態
は
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
づ
く
り
、
人
づ
く
り
が

問
題
解
決
の
カ
ギ
を
握
る
と
思
う
。
リ
ニ
ア
、
三

遠
南
信
道
と
い
う
環
境
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

全
国
、
海
外
に
も
発
信
し
得
る
地
域
づ
く
り
が
で

き
る
か
重
要
な
時
期
に
な
っ
て
き
た
と
思
う
。

　
　
　

林　

幸
次　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

市
民
へ
の
啓
発
活
動
や
家
庭
に
お
け
る
食
品

　
　

在
庫
の
適
切
な
管
理
や
食
材
の
有
効
活
用
の

取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

　
　

環
境
文
化
都
市
を
掲
げ
、
循
環
型
社
会
を
推

　
　

進
し
て
お
り
、
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
市
で
は
県
の
「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う

県
民
運
動
」
を
推
奨
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
家
庭
由
来
が
半
分
を
占
め
る
の
で
、
ご
み
減

量
に
つ
な
が
る
リ
デ
ュ
ー
ス
の
視
点
に
消
費
者
教

育
推
進
の
視
点
を
加
え
な
が
ら
、「
食
べ
残
し
を
減

ら
そ
う
県
民
運
動
」
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
飯
田
市
立
病
院
経
営
に
つ
い
て

　
　

湊　

猛　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

三
遠
南
信
自
動
道
・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

　
　

全
線
開
通
を
見
据
え
た
南
ア
ル
プ
ス
山
岳
高

原
観
光
に
対
す
る
戦
略
は
。

　
　

昨
年
度
、
地
方
創
生
事
業
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

　
　

エ
コ
パ
ー
ク
・
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
の
南
ア

ル
プ
ス
４
市
町
村
の
魅
力
を
伝
え
る
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
を
作
成
し
、
誘
客
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
も

ガ
イ
ド
養
成
や
観
光
情
報
ア
プ
リ
の
制
作
、
周
遊

コ
ー
ス
整
備
に
取
り
組
む
。
観
光
振
興
か
ら
地
域

振
興
に
つ
な
げ
る
よ
う
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　

図
書
館
運
営
に
関
し
て
、
民
間
委
託
を
安
易

　
　

に
進
め
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

図
書
館
の
民
間
委
託
は
考
え
て
い
な
い
。
飯

　
　

田
市
の
図
書
館
は
、
県
下
に
誇
れ
る
図
書
館

と
認
識
し
て
い
る
。
社
会
教
育
の
学
び
の
拠
点
と

し
て
長
い
年
月
の
中
で
、
読
書
推
進
に
向
け
て
市

民
と
共
に
歩
ん
で
き
た
。
ま
た
、
市
内
全
域
を
カ

バ
ー
し
た
図
書
分
館
活
動
は
、
地
域
の
人
材
を
活

用
し
、
広
く
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
蔵
書

の
充
実
で
は
、
郷
土
資
料
の
収
集
に
力
を
入
れ
て

き
て
お
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
も
充
実
し
て
い
る
。

■
熊
本
の
地
震
か
ら
何
を
学
ぶ
か

　
　

村
松　

ま
り
子　
議
員
（
公
明
党
）

　
　

Ａ
類
疾
病
で
あ
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定

　
　

期
接
種
対
象
か
ら
漏
れ
る
１
歳
児
以
上
の
乳

幼
児
に
つ
い
て
も
、
公
費
負
担
の
接
種
機
会
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
３
歳
児
ま
で
は
無
料
で
接
種
で
き

る
よ
う
任
意
助
成
事
業
を
実
施
で
き
な
い
か
。

飯
田
市
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定
は

防
災
士
の
知
見
・
指
揮
能
力
の
活
用
は

音
楽
鑑
賞
教
室
の
よ
う
に
文
化
・
芸
術
の
本
物
に

触
れ
る
機
会
は
平
等
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が

首
長
の
多
選
問
題
を
ど
う
考
え
る
か

市
民
へ
の
通
知
文
書
は
わ
か
り
や
す
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
か

障
害
者
差
別
解
消
法
へ
の
対
応
に
障
が
い
者

の
声
を
反
映
し
た
も
の
に
し
て
は

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る
市
長
の
時

代
認
識
は

南
ア
ル
プ
ス
山
岳
高
原
観
光
に
対
す
る
戦
略
は

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
対
象
外
の
乳

幼
児
へ
の
任
意
助
成
事
業
は

図
書
館
の
民
間
委
託
を
ど
う
考
え
る
か

食
品
ロ
ス
削
減
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
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定
期
接
種
の
対
象
に
な
ら
ず
任
意
接
種
と
な

　
　

る
も
の
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
国
そ

の
他
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
引
き
続
き
飯
田

医
師
会
と
連
携
し
て
医
学
的
見
地
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■
こ
れ
か
ら
の
地
域
創
生
に
つ
い
て

■
障
が
い
者
雇
用
促
進
に
つ
い
て

　
　

湯
澤　

啓
次
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴
う
住
宅
用
地
確
保
に

　
　
つ
い
て
の
現
状
認
識
、権
利
者
の
意
向
調
査
は
。

　
　

移
転
対
象
の
個
人
住
宅
は
、
図
上
で
120
棟
程

　
　

度
と
想
定
し
て
い
る
。
移
転
先
の
選
定
に
向

け
た
意
向
調
査
は
、
今
年
度
上
半
期
に
調
査
結
果

が
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
予
定
で
、
代
替
地
の
希

望
の
有
無
・
種
別
・
希
望
場
所
等
を
伺
う
内
容
で

実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
調
査
は
状
況
に
よ
り
段

階
的
に
進
め
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
代

替
地
と
し
て
見
込
む
関
係
者
へ
の
対
応
も
検
討
し

て
い
く
。

　
　

熊
谷　

泰
人
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
地
震
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
市
民

　
　
に
周
知
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
震
に
起
因
す

　
　

る
リ
ス
ク
を
地
図
上
に
表
示
し
て
視
覚
化
し
、

防
災
対
策
の
必
要
性
を
知
り
、
事
前
行
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
一
方
、
他
の
場
所
と

の
比
較
で
、
自
分
は
大
丈
夫
と
本
来
す
べ
き
備
え

を
怠
る
弊
害
も
予
想
さ
れ
る
。
当
市
は
、
全
域
ど

こ
で
も
「
震
度
６
強
」
の
揺
れ
に
対
し
て
万
全
の

備
え
を
行
う
べ
き
と
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
そ
の
方
針
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
地
震

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
予
定
し
て
い
な
い
。

■
体
育
施
設
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

　
　

新
井　

信
一
郎
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
介
護
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
が
集
積
し
た
場

　
　
合
、周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　

開
発
行
為
は
個
別
に
手
続
き
さ
れ
る
が
、
結

　
　

果
的
に
集
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
課

題
に
対
す
る
地
域
の
考
え
方
も
あ
り
、
そ
の
状
況

に
応
じ
て
市
も
対
応
し
て
き
た
。
道
路
改
良
の
要

望
も
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
優
先
順
位
も
変

わ
る
。
こ
れ
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
お

い
て
も
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
し
て
い
く
た
め

に
は
、
各
地
区
か
ら
上
が
っ
て
く
る
声
を
受
け
止

め
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
る
。

■
お
練
り
ま
つ
り
か
ら
見
え
た
電
線
地
中
化
推
進

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
リ
ニ
ア
新
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、地
方
創
生
へ

の
取
り
組
み
を
活
か
し
た
伊
那
谷
の
連
携
に
つ
い
て

　
　

森
本　

政
人
　

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　
今
回
の
廃
棄
物
堆
積
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

　
　
再
発
防
止
策
は
。

　
　

再
発
防
止
が
重
要
。
類
似
案
件
に
つ
い
て
立

　
　

ち
入
り
調
査
を
強
化
し
て
徹
底
し
た
指
導
に

努
め
る
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
家
電
４
品

目
の
適
正
処
理
に
つ
い
て
市
民
へ
の
周
知
を
図
る
。

ま
た
、
こ
の
堆
積
さ
れ
た
場
所
へ
の
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
再
発
防
止
を
図
る
。
警
察
署
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
て
同
一
事
案
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
産
業
づ
く
り
と
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て

■
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

後
藤　

荘
一
　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
住
民
税
非
課
税
の
低
所
得
の
世
帯
の
子
ど
も

　
　
が
い
る
家
庭
に
、
貸
付
制
度
申
請
書
を
送
付

す
る
な
ど
周
知
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
、
対
象
年
齢
の
世
帯
数
を
把
握
し
て
い

　
　

な
い
。
受
給
者
証
の
掲
載
や
窓
口
で
の
広
報

機
能
を
高
め
て
い
く
。
こ
ど
も
医
療
費
給
付
制
度

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
わ
か
り
や
す
く
表
記
し
た
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
制
度
を
案
内
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
選
択
肢
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
広
報
に
努
め

て
い
く
。
ま
た
、
世
帯
数
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の

形
で
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　
　
永
井　

一
英
　

議
員
（
公
明
党
）

　
　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
熊
本
地
震
の
現

　
　
場
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
も
有
効
性
を
認
め
、

国
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
導
入
の
支

援
も
し
て
い
る
。
飯
田
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
当
市
職
員
も
概
要

　
　

は
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
導
入
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。
早
期
に
当
市
で
導
入
活
用
し
て
い
く

か
、
前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

■
環
境
政
策
に
つ
い
て

　
　

清
水　

勇
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
飯
田
市
の
教
育
長
に
就
任
し
、
地
育
力
と
地

　
　
域
文
化
学
習
、
伝
統
行
事
な
ど
の
教
育
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

「
地
育
力
」
と
は
、
地
域
に
あ
る
様
々
な
資

　
　

源
と
人
材
に
ふ
れ
る
実
体
験
の
中
で
、
地
域

の
善
さ
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
や
愛
着
を

育
ん
で
い
く
地
域
と
し
て
の
教
育
力
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
文
化
や
伝
統
を
育
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。
学
校
の
教
育
だ
け
で
な
く
、

飯
田
市
の
強
み
で
あ
る
公
民
館
活
動
も
巻
き
込
み
、

学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
融
合
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

■
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

古
川　

仁
　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
や
飯
田
市
平
和
祈
念

　
　
館
資
料
室
の
活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
が
開
館
し
た
平
成
25

　
　

年
度
か
ら
、
中
学
生
の
入
館
料
や
語
り
部
の

講
話
代
、
市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
手
配
と
い
っ
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
飯
田
市
平
和
祈
念
館
資
料
室
は
、

市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
戦
時
中
の
資
料
を
保
管
展

示
し
、
毎
年
夏
に
は
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行

委
員
会
が
開
催
す
る
戦
争
展
に
合
わ
せ
、
平
和
資

料
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
公
民
館
で
の

講
座
や
小
中
学
校
で
の
平
和
学
習
に
、
積
極
的
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

　
　

山
崎　

昌
伸
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
強
い
。

　
　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
隠
れ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
探
し
」
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

中
央
公
論
６
月
号
で
、
飯
伊
地
区
は
男
性
の

　
　

ガ
ン
死
亡
率
が
日
本
一
低
い
と
い
う
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。
具
体
的
に
こ
う
し
た
資
源
を
掘
り

起
こ
す
に
は
、
行
政
関
連
の
デ
ー
タ
の
活
用
と
、

市
民
の
気
づ
き
や
発
見
の
能
力
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
今
後
市
民
が
参
画
す
る

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
行
政
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　

吉
川　

秋
利
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
土
地
開
発
公
社
は
、
リ
ニ
ア
関
係
の
代
替
地

　
　
な
ど
の
業
務
が
拡
大
す
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
の
飯
田
市
の
責
任
は
。

　
　

業
務
の
中
に
お
い
て
発
生
す
る
事
象
は
、
そ

　
　

の
内
容
に
よ
っ
て
対
応
す
る
と
考
え
て
い
る
。

土
地
開
発
公
社
と
し
て
の
事
務
上
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
公
社
と
し
て
対
応
す
る
。
交
渉
経
過
に
お

い
て
、
根
本
的
な
土
地
を
取
得
す
る
課
題
の
解
決

は
、
市
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。
一
連
の
交
渉
過

程
で
起
き
た
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
市
の
担

当
課
も
責
任
を
も
っ
て
あ
た
る
。

■
「
知
の
拠
点
」
構
想
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
伴
う
住
宅
移
転
の
対
応
は

民
間
企
業
や
法
人
が
集
積
し
て
き
た
場
合
の

周
辺
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

巨
大
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は

廃
棄
物
堆
積
問
題
の
再
発
防
止
は

福
祉
医
療
費
の
貸
付
制
度
を
す
べ
て
の
子
ど

も
を
対
象
に
し
な
い
か

飯
田
市
の
教
育
行
政
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

飯
田
市
に
お
け
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は

リ
ニ
ア
未
来
都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の

今
後
の
取
り
組
み
は

飯
田
市
と
飯
田
市
土
地
開
発
公
社
と
の
関
わ

り
は

飯
田
市
の
平
和
教
育
に
施
設
の
活
用
は
さ
れ

て
い
る
か



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　総務委員会 ⑥

４
月
18
日
に
管
内
視
察
、
６
月
７
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の

質
疑
等
及
び
管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

改
正
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響
は

当
初
の
工
事
請
負
契
約
の
前
に
調
査

で
き
な
か
っ
た
か

飯
田
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

シ
ス
テ
ム
障
害
の
発
生
状
況
は

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

議
案
第
69
号

飯
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
に
関
す

る
税
の
名
称
変
更
及
び
一
部
車
種
の
税
率
軽
減
、

医
療
費
控
除
に
医
薬
品
等
購
入
費
の
控
除
制
度
の

新
た
な
追
加
な
ど
を
改
正
す
る
。

　
　

今
回
の
改
正
は
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
不

　
　

利
益
と
な
る
改
正
で
は
な
い
、
と
い
う
理
解

で
良
い
か
。

　
　
　
　
　
　

　
　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
民
の
税
負
担
が
増
と

　
　

な
る
改
正
内
容
は
、
な
い
。

議
案
第
72
号

工
事
請
負
契
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
周
辺
施
設
整
備
建
築
工
事
）

案
件
の
概
要

市
庁
舎
の
周
辺
施
設
整
備
建
築
工
事
の
内
容
変
更

に
よ
り
契
約
金
額
を
増
額
す
る
も
の

　
　

周
辺
外
構
工
事
の
増
額
が
大
き
い
が
、
事

　
　

前
に
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
か
。

　
　

増
額
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
暗
渠
排
水
路

　
　

は
、
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

掘
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

工
事
着
手
後
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
か
ら
、
敷
設
替
え
が
必
要
と
な
っ
た
。

議
案
第
73
号

平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）
案

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
シ

　
　

ス
テ
ム
障
害
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

飯
田
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

28
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
障
害

　
　

の
発
生
が
あ
っ
た
が
、
４
月
以
降
は
安
定
し

て
い
る
。

■
質
疑
の
後
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

★
反
対
討
論

　

こ
の
補
正
予
算
の
中
に
は
、
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
（
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
係

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
情
報

漏
洩
等
の
問
題
が
あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
に
反
対

す
る
立
場
か
ら
、
反
対
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

廃棄物屋外堆積箇所

稲葉クリーンセンター（下久堅）

実施日：28年４月18日
調査項目、視察先等
①上村小沢川小水力発電事業

②上村自治振興センター整備事業

③集会施設整備事業（上久堅森集会所）

④稲葉クリーンセンター（下久堅）

⑤南信バイオマス協同組合

⑥廃棄物屋外堆積箇所

⑦コミュニティ助成事業（山本おひさま広場）

⑧集会施設整備事業（鼎名古熊区民会館）

⑨飯田市斎苑待合棟改修工事

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

鼎名古熊区民会館



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　社会文教委員会⑦

４
月
19
日
に
管
内
視
察
、
６
月
８
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の

質
疑
等
及
び
管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

予
備
費
増
額
の
理
由
は

医
療
費
抑
制
の
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は

国
の
保
育
料
軽
減
策
の
具
体
的
内
容
は

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

議
案
第
74
号

平
成
28
年
度
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案

　
　

予
備
費
を
今
回
１
億
９
千
１
百
万
円
増
額

　
　

し
、
２
億
９
千
１
百
万
円
と
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
等
の
急
な
給
付

　
　

に
備
え
て
、
国
が
示
し
て
い
る
予
備
費
の
額

を
目
途
に
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

  　
　

国
の
示
し
た
目
安
ど
お
り
の
予
備
費
計
上
が

　
　

な
く
て
も
、
今
ま
で
は
運
営
で
き
て
い
た
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
が
あ
る

　
　

と
、
一
月
で
医
療
給
付
費
が
１
億
円
か
ら
２

億
円
程
度
必
要
と
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は

綱
渡
り
の
運
営
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
を
解
消
し
た
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

社
会
文
教
委
員
会
で
は
、
議
会
報
告
会
を
起

　
　

点
と
し
て
調
査
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
一
環
で
、
飯
田
下
伊
那
歯
科
医
師
会
と
の
懇

談
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
定
期
的
・
積
極
的
に
歯

科
検
診
を
行
っ
て
い
る
健
康
保
険
組
合
で
は
、
医

療
費
が
横
ば
い
あ
る
い
は
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
と
の
話
を
聞
き
、
デ
ー
タ
も
あ
る
。
ま
た
、

成
人
病
の
起
因
と
し
て
歯
周
病
が
あ
る
と
も
聞
い

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
歯
科
検
診
が
、
予
防

等
に
効
果
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
飯
田
市
の

国
民
健
康
保
険
事
業
で
の
歯
科
検
診
率
を
高
め
、

早
期
発
見
、予
防
等
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　　
　

歯
周
病
が
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
他
の
生

　
　

活
習
慣
病
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
飯
田
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、

40
歳
以
上
で
も
80
人
程
度
の
受
診
状
況
で
あ
り
、

歯
科
検
診
勧
奨
の
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
。歯
科
衛
生
士
も
市
で
は
配
置
し
て
い
る
が
、

学
校
や
乳
幼
児
健
診
で
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
取
り
組
み
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　
　

医
療
費
抑
制
の
た
め
の
一
つ
と
し
て
、
糖
尿

　
　

病
の
重
症
化
防
止
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の

対
策
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

地
域
健
康
ケ
ア
計
画
の
中
で
、
糖
尿
病
の
重

　
　

症
化
予
防
に
、
保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
等

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
か
ら
意

見
を
聞
く
中
で
、
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

議
案
第
73
号

　
平
成
28
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

　
　

国
の
保
育
料
軽
減
策
実
施
の
準
備
の
た
め
に

　
　

必
要
な
経
費
を
補
正
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

国
の
軽
減
策
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
　
　

現
在
国
の
基
準
で
は
、
保
育
料
の
算
定
に
お

　
　

い
て
２
人
以
上
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し

て
、
兄
弟
姉
妹
が
保
育
所
な
ど
に
通
園
し
て
い
る

場
合
、
算
定
す
る
兄
弟
姉
妹
の
年
齢
に
制
限
を
設

け
て
、
２
人
目
を
半
額
、
３
人
目
以
降
を
無
償
に

す
る
保
育
料
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
、
年
収
お
よ
そ
360
万
円
未
満
の
世
帯
に

お
い
て
、兄
弟
姉
妹
の
年
齢
制
限
な
し
で
判
定
し
、

２
人
目
を
半
額
、
３
人
目
以
降
を
無
償
に
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
、
年
収
お
よ
そ
360
万
円
未
満
の
一
人

親
世
帯
な
ど
で
、
１
人
目
を
半
額
、
２
人
目
以
降

を
無
償
と
す
る
こ
と
が
、
そ
の
内
容
で
あ
る
。

　
　

市
は
独
自
に
多
子
世
帯
向
け
に
保
育
料
軽
減

　
　

策
を
行
っ
て
い
る
が
、
国
の
軽
減
策
を
実
施

し
た
場
合
ど
う
な
る
か
。

　
　

国
の
基
準
で
の
軽
減
策
と
市
の
独
自
の
軽
減

　
　

策
と
の
併
用
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

※

参
考
（
市
の
多
子
世
帯
向
け
保
育
料
軽
減
策
）

　

同
一
世
帯
で
18
歳
未
満
の
兄
姉
が
い
る
場
合
の

保
育
料
を
、
第
３
子
50
％
軽
減
、
第
４
子
70
％
軽

減
、
第
５
子
以
降
は
無
料
と
し
て
い
る
。

健和会かなえの里飯田OIDE長姫高等学校 入舟認定子ども園

Nｏ.200

実施日：28年４月19日
調査項目、視察先等
①入舟認定子ども園　芝生園庭の維持管理（東野）

②小中連携・一貫教育推進事業（飯田東中学校）

③飯田市美術博物館　プラネタリウム運営事業

④健和会かなえの里

⑤高校生等次世代育成事業（飯田OIDE長姫高等学校）

⑥社会体育施設大規模改修事業（松尾総合運動場）

⑦座光寺つどいの広場施設改修事業

⑧丸山共同調理場

⑨飯田仏教保育園増築事業（橋南）

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　産業建設委員会 ⑧

４
月
20
日
に
管
内
視
察
、
６
月
９
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の

質
疑
等
及
び
管
内
視
察
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

残
り
の
土
地
の
売
却
見
込
み
は

議
案
第
71
号

　案
件
の
概
要

産
業
用
地
と
し
て
基
金
で
取
得
し
た
用
地
の
一
部

を
売
却
し
た
い
と
す
る
も
の

　　
　

今
回
、
市
が
取
得
し
た
土
地
の
51
パ
ー
セ
ン

　
　

ト
相
当
分
の
売
却
に
と
ど
ま
る
が
、
残
り
の

土
地
の
売
却
の
見
込
み
は
。

　
　

今
回
売
却
す
る
土
地
は
、
概
ね
２
年
以
内
に

　
　

企
業
立
地
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
土
地
を

購
入
す
る
企
業
側
で
は
、
中
長
期
的
計
画
に
沿
っ

て
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
残
り
の
土
地
に

つ
い
て
も
３
年
以
内
に
取
得
す
る
旨
の
覚
書
を
締

結
し
て
い
る
。

　
　

今
回
売
却
す
る
土
地
の
道
路
の
向
か
い
側
に

　
　

用
地
が
残
る
が
、
こ
れ
も
売
却
の
予
定
が
あ

る
か
。

　
　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
緑
地
と
し
て
の
利
用
と

　
　

し
て
、
次
回
売
却
す
る
予
定
で
あ
る
。

陳
情
第
2
–
2
号

（
28
年
第
１
回
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査
）

★
陳
情
者　

飯
下
建
設
産
業
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長　

壬
生　

一
氏

　
■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

　
★
陳
情
の
趣
旨

　

市
に
対
し
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
引
き
上

げ
を
受
け
、
建
設
労
働
者
の
適
正
賃
金
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
国
か
ら
の
要
請
内
容
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
問

題
解
決
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の

働
き
か
け
が
必
要
で
あ
り
、
陳
情
に
至
る
経
過
や

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
陳
情
者
か
ら
建
設
業
団
体

へ
の
働
き
か
け
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

も
公
共
工
事
発
注
者
の
立
場
か
ら
、
陳
情
項
目
に

沿
っ
た
働
き
か
け
も
必
要
で
あ
り
、
採
択
。

○
陳
情
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
実
効
性
の
高
い
対

応
を
検
討
さ
れ
た
い
。
採
択
。

産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

陳
情
の
審
査
結
果

実施日：28年４月20日
調査項目、視察先等
①東栄公園整備事業
②市道飯田564号線整備事業
③遠山簡易水道　屋敷水源改良事業
④高原ロッジ下栗屋内改修工事
⑤ハイランドしらびそ新館外壁塗装工事
⑥遠山郷温泉トラフグ養殖施設整備
⑦上村下栗地区　市道整備状況
⑧耕作放棄地事業・新規就農者対策事業（下久堅）　
⑨産業用地整備事業（龍江）
⑩南信州・飯田産業センター（ＥＭＣセンター）
⑪知の拠点整備事業　旧飯田工業高校
⑫座光寺スマートインター整備、座光寺上郷道路関連
⑬座光寺地区野生獣侵入防止柵

管
内
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

南信州・飯田産業センター（ＥＭＣセンター）

座光寺地区野生獣侵入防止柵 遠山簡易水道　屋敷水源改良事業

東栄公園整備事業



いいだ市議会だより　　　委員会での審査　リニア推進特別委員会⑨

６
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

実施日：28年５月10日・11日
視察先・調査項目
長野県　松本市議会
　①議会ステップアップ市民会議　②定例会ごとの議会報告会
　③各種団体との意見交換会　　 ④議会出前講座
長野県　飯綱町議会
　①政策サポーター制度　　　　　②議会だよりモニター制度
　③住民と議会との懇談会　
新潟県　柏崎市議会　
　①市民アンケート　　　　　　　②議会報告会
　③委員会のインターネット映像配信

　
「
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
検
討
会
議
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
第
６
回
の
会
議
内
容
に
関
し

説
明
が
あ
り
、
協
議
し
ま
し
た
。

　
　
リ
ニ
ア
駅
及
び
そ
の
周
辺
の
整
備
・
ま
ち
づ

　
　
く
り
等
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
募
集
に
寄
せ
ら

れ
た
ア
イ
デ
ア
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
リ
ニ

ア
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
を
検
討
す
る
段
階
で
整

理
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

計
画
の
検
討
に
お
い
て
、
基
本
構
想
か
ら
ど
こ
ま

で
自
由
度
を
持
た
せ
ら
れ
る
か
。

　
　

ア
イ
デ
ア
は
基
本
構
想
を
ま
と
め
た
上
で

　
　
募
集
し
た
が
、
幅
広
い
層
か
ら
応
募
い
た

だ
い
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
基
本
構

想
を
基
と
し
て
、
方
針
を
検
証
す
る
か
た
ち
で

個
々
の
提
案
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
基
本

的
な
方
針
に
沿
わ
な
い
提
案
も
、
始
め
か
ら
除

外
を
考
え
る
も
の
で
は
な
い
。
駅
周
辺
整
備
に

求
め
た
い
も
の
が
、
基
本
方
針
と
違
う
形
で
提

案
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
基
本
構
想
と
比

較
し
て
検
証
し
た
い
。

　
　
個
々
の
提
案
を
検
討
す
る
と
、
駅
周
辺
整
備

　
　
区
域
に
は
入
り
き
ら
な
い
も
の
や
、
整
備
区

域
外
で
良
い
も
の
も
あ
る
と
思
う
。
そ
の
時
に
、

駅
周
辺
整
備
区
域
と
は
別
に
、
市
が
リ
ニ
ア
を
生

か
す
た
め
の
機
能
と
し
必
要
な
提
案
で
あ
れ
ば
尊

重
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
捉
え
が
で

き
る
か
。

　
　

今
回
の
、
基
本
計
画
の
検
討
は
、
駅
周
辺
整

　
　
備
区
域
の
6・5
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
駅

周
辺
整
備
区
域
の
機
能
の
考
え
方
は
、
市
全
体
の

ま
ち
づ
く
り
や
、
魅
力
を
整
理
し
、
そ
の
あ
り
方

を
見
極
め
た
う
え
で
、
整
備
区
域
内
に
は
何
が
必

要
か
、
個
々
の
提
案
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
整
備
区
域
の
あ
り
方
を
考

え
た
時
に
、
さ
ら
に
発
展
し
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
で
あ
る
拠
点
集
約
連
携
型
都
市
構
造
の
考

え
方
に
沿
っ
て
、他
の
拠
点
で
担
う
べ
き
機
能
も
、

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
や
、
土
地
利
用
の
あ
り
方

と
あ
わ
せ
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
寄
せ
ら
れ

た
提
案
は
大
い
に
参
考
に
し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
駅
周
辺
整
備
区
域
の
6・5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

　
　
規
模
は
、
必
要
な
機
能
を
積
み
上
げ
て
精
査

し
た
が
、
今
回
募
集
し
た
ア
イ
デ
ア
は
、
機
能
を

さ
ら
に
付
加
す
る
も
の
か
。

　
　

整
備
区
域
の
決
定
に
あ
っ
て
は
、
交
通
広
場

　
　
と
し
て
必
要
な
機
能
を
整
理
し
、
そ
れ
に
加

え
て
魅
力
発
信
、
交
流
機
能
的
な
施
設
な
ど
を
積

み
上
げ
た
。
今
回
の
ア
イ
デ
ア
提
案
を
受
け
、

今
後
は
必
要
な
機
能
を
、よ
り
具
体
的
な
内
容
や
、

配
置
等
に
関
し
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
ア
イ
デ
ア
の
検
討
を
進
め
る
一
方
で
、
駅
周

　
　
辺
整
備
区
域
を
決
定
す
る
際
に
、
地
元
の
要

望
に
沿
う
か
た
ち
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た
経
過

も
あ
る
。
6・5
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
積
み
上
げ
た
経

過
に
立
ち
返
り
整
備
計
画
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
整
備
計
画
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
合
意
な
く

　
　
し
て
進
め
る
も
の
で
は
な
い
。
基
本
構
想
で

積
み
上
げ
た
機
能
を
基
本
に
し
て
、
今
回
の
ア
イ

デ
ア
の
応
募
を
受
け
、
幅
広
く
検
討
を
行
い
、
全

体
の
整
備
計
画
を
示
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
あ

ら
た
め
て
地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
、（
仮
称
）　
駅

　
　
周
辺
整
備
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
に
よ
る
、
全
体

的
な
デ
ザ
イ
ン
の
監
修
が
平
成
31
年
か
ら
35
年
ま

で
の
長
期
間
で
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
駅
周
辺
施
設

の
実
施
設
計
ま
で
に
終
了
し
て
い
な
く
て
よ
い
か
。

　
　
駅
周
辺
で
は
、
平
成
39
年
の
リ
ニ
ア
開
業
を

　
　
見
据
え
、
道
路
な
ど
の
基
盤
工
事
を
33
年
か

ら
、
建
物
等
施
設
工
事
を
36
年
か
ら
施
工
で
き
る

よ
う
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
設
計
等
進
め
る
予
定
で

い
る
。（
仮
称
）駅
周
辺
整
備
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
は
、

そ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
が
生
か
さ
れ
て
、
実
施
に

向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
協
議
調
整
を
す

る
体
制
で
あ
り
、
周
辺
施
設
工
事
の
実
施
設
計
の

頃
ま
で
、協
議
会
組
織
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

Nｏ.200

松本市議会での視察の様子

広報広聴委員会が管外視察を実施しました



～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～

１１回目を迎えたツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ　　　　　　　　　　　　　　　　
 今年からホームチームが設定され、南信州ステージは
 片山右京氏の率いる「チーム右京」を応援しました。　　　　　　 

１１回目を迎えたツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ　　　　　　　　　　　　　　　　
 今年からホームチームが設定され、南信州ステージは
 片山右京氏の率いる「チーム右京」を応援しました。　　　　　　 

　第２回定例会は、４期目への出馬表明した牧野市長の所信、代
田昭久新教育長の教育に対する抱負、熊本地震を教訓に飯田市
が点検すべき防災計画、そして、工事が間近に迫るリニア関連工
事に伴う移転などについて各議員から質問が相次いだ。いずれも
重要なテーマであり、今後の市政の方向に関わる質疑がなされた。
　市長は航空宇宙産業を中心とした産業の拠点づくりに意欲を
示し、教育長はＩＣＴ教育の導入に積極的な姿勢を示した。防災
についても今後の課題が示され、リニア関連工事についても移転
戸数が初めて明らかにされた。大きな変化のうちにある飯田市、
それだけに議会に求められる役割の大きさを痛感した。

　　
　
　

第
２
回
定
例
会
の
傍
聴
さ
れ
た
方

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
傍
聴
席
で
聴
い
て
い
て
、
話
し
て
い
る

　
方
に
よ
っ
て
、
声
の
大
き
さ
な
の
か
聴

　
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
傍
聴
者
が
少
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。
身

　
近
な
課
題
を
議
論
さ
れ
て
お
り
、
聴

　
き
ご
た
え
が
あ
っ
た
。

本
会
議
、
委
員
会
と
も
個
人
、
団
体
で

自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
団
体

等
大
勢
で
の
傍
聴
の
際
は
事
前
に
議

会
事
務
局
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■議会による行政評価（７月～９月）
■次回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切りは
　８月24日（水）午後５時です。
■第３回（９月）定例会は８月30日（火）開会です。

議会の動き（次回定例会の予定）編集後記

地元産材のネームプレート（名札）を作成しました
　地元産材であ

る飯田市産ヒノ

キと遠山杉でで

きたネームプレ

ートを全議員が

作成し、第２回

定例会から着用

を始めました。

　地元産材の素

晴らしさや森林

の大切さを市議

会として率先し

て広めていくよ

う、寄贈いただ

いた水引のバッ

ジとともに胸元

に着け、地元産

業のＰＲに努め

ていきます。

広報広聴委員会
　委員長　村松まり子　　副委員長　福沢　　清
　委　員　竹村　圭史　　木下　德康　　熊谷　泰人
　　　　　森本　政人　　小倉　高広　　吉川　秋利

⑩

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビの地上デジタル12ch（結チャンネル）及び714chで中継して
います。また、一般質問の模様をユーストリーム（インターネットによるオンライン動画配信サービス）
で中継しています。ぜひご覧ください。http://www.city.iida.lg.jp/

飯田水引のバッジを寄贈いただきました
　５月25日、飯田水引協同組合から、議場に飾られて

いる大きな水引装飾（縦１.４メートル、横１.６メート

ル）のレプリカを市に、バッジを市議会にそれぞれ寄

贈いただきました。

　市議会では水引のバッ

ジを着用し、伝統工芸で

ある飯田水引の魅力を対

外的にアピールしていき

ます。

第２回定例会　傍聴席の様子

（一般質問２日目）




